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持続可能な開発目標（SDGs）

国連で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

その骨格をなすのがSDGs（Sustainable Development Goals）

“Sustainable Development”に関連して世界全体で2030年を
目途に到達すべきゴール、取り組むべきターゲットを整理したもの
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持続可能な開発目標（SDGs）の三層構造

ゴールだけでなく、ターゲット、インディケーターレベルまで確認が必要

ゴール（17）、ターゲット（169）、インディケーター（指標）（約230）

 による三層構造
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インディケーター（指標）（約230）

（進捗状況を測るための評価尺度）

どのような社会を作るか？

そのために何を
すべきか？

どの程度進捗
しているか？
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SDGs達成に向けて求められるアクションとフォローアップ&レビュー

SDGsの認知を広める段階から実践・成果創出・検証の段階へ
出典:  国連によるXへの投稿（https://twitter.com/UN/status/1611996879973236738）
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アクションとフォローアップ&レビューのために欠かせない指標

unhealthy healthy

unsustainable sustainable

人間の健康診断

サステナビリティ評価（例：まちの健康診断）

指標の例

指標の例

血糖値、赤血球、白血球

水質、大気質、森林面積

尿酸値、尿蛋白、尿潜血

交通事故件数、犯罪件数

骨密度、血圧、心電図等

エネルギー消費量

GDP、失業率、税収等

現状把握とより良い将来に向けた行動変容のためにも指標活用が重要

アナロジー
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グローバル・ナショナル・ローカルSDGsインディケーター

SDGs： 17のゴールと169のターゲット

グローバルインディケーター （国連統計委員会提案: 約230指標）

ナショナルインディケーター

ローカルインディケーター

共通指標
（団体・組織の垣根を越えて使用可能な指標）

独自指標
（団体・組織が独自に策定・使用する指標）
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グローバルSDGs指標：
SDGsの進捗状況を計測するための
グローバル指標の枠組みが2017年
7月の国連総会で承認されている

毎年微修正が加えられている

5年に一度大幅な修正が加えられる
（2020年、2025年に本格改訂）

2021年時点で231指標
（重複含めると247指標）が
承認されている

グローバルSDGsインディケーター
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ナショナルSDGsインディケーター

参考：外務省, SDGグローバル指標(SDG Indicators): https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/statistics/index.html.（2022.06）
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ローカルSDGsインディケーター（地方創生SDGsローカル指標）

SDGsの17のゴールに紐づける形で整備された
ローカル指標（共通指標）のリスト
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ローカルSDGsインディケーターの整備方法

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び
人間居住を実現する

2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び
基本的サービスへのアクセスを確保し、スラムを改善する

Goal 11

Target 11.1

スラム、インフォーマルな居住地及び不適切な住宅に居住する
都市人口の割合

Indicator 11.1.1

例： “ホームレス割合” に読み替え

グローバル指標には自治体レベルでは活用できない指標が多く存在

日本の自治体に適した内容に指標を読み替え（ローカライズ）

SDGs達成に向けた取組の進捗管理や評価を行うことは困難
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ローカルSDGsインディケーターの具体例

ゴール ターゲット グローバル指標 ローカル指標 タイプ

11
包摂的で
安全かつ強靱
(レジリエント)
で持続可能な
都市及び
人間居住を
実現する

11.1
2030年までに、全ての人々
の、適切、安全かつ
安 価 な 住 宅 及 び 基 本 的
サービスへのアクセスを
確保し、スラムを改善する

11.1.1
スラム、インフォーマルな
居住地及び不適切な
住宅に居住する
都市人口の割合

LI11.1.1.1
ホームレス割合

Type2

11.5
10万人当たりの災害による
死者数、行方不明者数、
直接的負傷者数

11.5.1
人口10万人あたりの
災害によって死亡した、
行方不明になった、
又は直接被害を受けた
者の数を測定する

LI11.5.1
人口1人当たりの
自然災害による
死者・行方不明者
数（5か年平均）

Type1

‐ ‐ LI11.x.1
空き家率

Type3

Type1指標： グローバル指標を原則引用したローカル指標（軽微な修正含む）

Type2指標： グローバル指標を読み替えたローカル指標

Type3指標： 日本固有の課題を考慮するため独自に追加したローカル指標
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ローカルSDGsプラットフォームのトップページ

オンラインSDGsプラットフォーム①

ローカルSDGsプラットフォーム
オンラインSDGsプラットフォーム②

Platform Clover

Platform Cloverのトップページ

SDGsを原動力としたまちづくりを
担う全国の自治体関係者の活動を
支援するプラットフォーム

現在、36/47の広域自治体および
300/1741の基礎自治体の職員が
活用している

SDGsを推進する産官学民全ての
関係者の取り組みの発信を通じて
協働・共創を促すプラットフォーム

利用者が常時主体的に
情報発信できることで、
能動的な課題解決を促進する

SDGsの進捗状況を可視化するオンラインSDGsプラットフォーム
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全国のSDGs達成に向けた取り組みを共有・可視化するPlatform

①ダッシュボード表示機能と ②マップ表示機能によるデータ可視化

ローカルSDGsプラットフォーム紹介ビデオ https://youtube.com/watch?v=DCRnoQ-cNRI

オンラインSDGsプラットフォーム： Local SDGs Platform

https://youtube.com/watch?v=DCRnoQ-cNRI
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ローカル指標を用いて測定した全国の自治体における
SDGs進捗状況は「ローカルSDGsプラットフォーム」上で公開中

オンラインSDGsプラットフォーム： Local SDGs Platform
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ローカル指標を用いて測定した全国の自治体における
SDGs進捗状況は「ローカルSDGsプラットフォーム」上で公開中

オンラインSDGsプラットフォーム： Local SDGs Platform
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SDGsの達成やサステナブル社会の実現に向けて取り組む
産官学民の関係者を応援するオンラインプラットフォーム

オンラインSDGsプラットフォーム： Platform Clover
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オンラインSDGsプラットフォーム： Platform Clover

SDGs達成に向けてどのように取り組めば良いかわからない

参考となる取り組み事例を知りたい

SDGs達成に資するプロジェクトやアクティビティ、
ニーズやシーズを検索可能
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オンラインSDGsプラットフォーム： Platform Clover

SDGs達成に向けてどのように取り組めば良いかわからない

参考となる取り組み事例を知りたい → SDGs Action DB
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オンラインSDGsプラットフォーム： Platform Clover

Platform Cloverに登録することで、SDGsに関連する
個人又は組織の取り組みをユーザーに向けて発信可能

これらの情報は、個人又は所属組織のPRとなり、効果的な発信により
新たなパートナーシップの構築に繋げることが可能

指標を活用した活動のフォローアップ＆レビューを行うことも可能

SDGs達成に向けた取り組みの効果的なPRがしたい
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オンラインSDGsプラットフォーム： Platform Clover

メッセージ機能等を活用することでプラットフォーム上でユーザー同士が

直接連絡を取り合うことができ、交流/協働/共創のきっかけに

他ユーザーの発信

プロジェクトについて問い合わせる

検索機能 おすすめ機能（AI）

他のユーザーとPlatform Clover上で
コミュニケーションを取ることができます

メッセージ機能

SDGs達成に向けた取り組みの

連携先（個人又は組織）を見つけたい
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今後の展望

世界共通言語SDGsを
用いて各自のアクション、
フォローアップ＆レビュー
に関するデータを共有し、
集合知の創出へ

XDGs

ゴールやターゲット等の枠組み
策定について今後議論が必要

SDGs

持続可能な開発目標
Sustainable Development Goals

17 ゴール・169ターゲット

すべての国のための目標群
国連の全加盟国で交渉して開発

2030アジェンダ
MDGs

ミレニアム開発目標
Millennium Development Goals

途上国支援の性質が強い目標群
専門家主導で開発

国連ミレニアム宣言 ポスト2030アジェンダ

？ ゴール ・ ？ ターゲット

インディケーター？
約230のインディケーター

8 ゴール・21ターゲット

60のインディケーター

2001 2031～2015 2016 2030

ポスト2030アジェンダ
策定などにも貢献
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ありがとうございました

連絡先：
川久保俊 Shun Kawakubo, 博士（工学）
慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科 准教授
〒223-8522 横浜市港北区日吉3-14-1, 14-620C
Website： https://platform-clover.net/feature/kawakubo

川久保研究室では世界の共通言語 SDGs を
活かした建築・まちづくりの方法を研究しています

https://platform-clover.net/feature/kawakubo
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